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🎤 一日保育体験・小学校体験研修を通しての感想を聞かせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

園での環境の構成への配慮点や工夫点を知ることができた。特に環境から子供た

ちの活動が広がっていくようにしているところは、接続にあたって小学校側も意識

すべき内容だと思いました。（小学校教諭：１年生担任） 

子供の興味・関心から自主的に活動を行わせ、できたことを認めて褒めることによ

り、子供が自信を高めていることは小学校でも大切だと考えさせられました。 

（小学校教諭） 

小学校１年生の４月、５月は、授業時間の配分を考慮して活動を行い、楽しく集中

できる工夫をするなど、子供たちに寄り添う姿勢を意識して授業をしていることが分

かりました。（保育園保育士） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

接続期カリキュラムの活用にいつから取り組んでいますか？ 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

５歳児・１年生担任からはどのような声が寄せられていますか？ 

８ 県内の取組紹介② 

 平成２４年から取り組んでいます。令和２年３月に改訂版を作成し、令和４年度に全体計

画とカリキュラム暫定版を示し実践に入りました。令和 5年度は、架け橋期のカリキュラ

ムの全体計画をアップデートし、その他にモデル中学校区のブロックで、小学校３年生から

中学校３年生までの学びの連続性を捉えた全体構想を作成し、令和６年度は資料集も作成し

現在、実践・検証中です。 

令和４年度に架け橋プログラム運営会議を組織し、市内公立保育園・幼稚園長と小学校の

校長、実務担当者が代表委員となり基本カリキュラムを作成しました。令和５年度は実践と

振り返りを行い、さらに一つの中学校区をモデル地区として小学校３年生から中学校３年

生までの学びの連続性を捉えた全体構想を作成しました。令和６年度は５歳児担任(公立、

私立)と小学校１年生担任がカリキュラム編集委員として実践につながる資料を作成しまし

た。 

各学校・園に開発会議、運営会議の委員または、カリキュラム作成委員がいることから、

内容が周知されるほか、理解研修や双方の体験研修、または、振り返りの会などを行う中で

互いの顔が見える関係づくりに配慮してきました。特に双方での一日体験研修後に行う振り

返りの会では、互いの感想や疑問点などを出し合い、子供理解に役立ちました。その後の保

育実践や、授業に大いに参考になるので、振り返りの意見交換は重要と考えております。 

しろいしレイン坊 
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【カリキュラム作成のプロセス】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇運営会議（合同会議）による取組内容の協議  

（２か月に１回程度で開催、年６回程度） 👉相互理解のための研修企画 

〇架け橋プログラム理解研修（大学教授等講話、文科省幼児教育課調査官講話）  

〇一日保育体験（小学校教諭が園へ）一日小学校体験（保育士等が小学校へ） 

事後合同研修会の実施（各々２回、計４回） 

〇保育参観（スキルアップ研修提案保育、p4c実践）、授業参観（スタートカリキュラムの

実践、幼保小交流活動（事前・事後も）、p4c実践） 

 

〇接続カリキュラム理解研修会、振り返りの会の実施 

（５歳児担当者、小学校１年生担任等は悉皆） 

・実践に向けた趣旨や取組の説明、実践の振り返り、幼保小での情報交換  

 👉 実践事例についてワークショップを行う 

〇架け橋期全体計画の作成（目指す子供の姿、ねらい・育みたい力、環境の構成、支援・援助、

家庭との連携等の可視化） 

・本市全体の基本モデルとして、運営会議メンバーを中心に作成  

👉 開発会議で協議、改善・更新   👉 各園・小学校での共有資料に 

〇学びの連続性の全体構想図の作成（小学校３年生～中学校３年生） 

 ・中学校区で作成（運営会議のメンバー） 👉 「学び・人・生活をつなぐ」の共通の視点で  

〇アプローチ期のカリキュラム（基本モデル）実践資料集の作成  

・本市基本モデルを基に、園での実践内容をまとめ、資料集として幼保小で累積、共有資料に 

   👉小学校への接続  

 

〇モデル園・モデル小学校での交流活動実践   

👉 交流活動当日や事前、事後の授業を参観する機会として提供する 

〇市内各小学校と幼保との交流活動、幼保同士の交流活動に展開 

👉 施設間で連絡調整し、交流活動を実施 

〇白石市小学校見学会の実施（親子等で入学予定の小学校へ）  

👉 市内各小学校で同日開催 小学校見学、在校生との交流を行う 

 

相互理解 幼保小の関係構築 

カリキュラムの作成・実践・改善 

幼児・児童の交流・学校体験 
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〇「ねらい」や「育みたい力」はインクルーシブの視点を大切にした表現にしています 
 

〇実践等から聞き取ったことをカリキュラムに反映させ、改善を図っていきます 

その一つとして子供自身の声を拾い上げていきます（課題） 
 

〇本市の独自性のある取組として「ｐ４ｃ」を全体計画に位置付けています 

〇目指す子供の姿 

   中学校区３つのブロックで話し合い、「自立心」、「協同性」、「豊かな感性と表現」 

の視点を特に重視することに決めました。 

架け橋期のカリキュラム全体計画(５歳児) 
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〇共通する視点として、「育みたい力」を３つの視点（生活をつなぐ、人をつなぐ、学び 

 をつなぐ）で示しています 
 

〇生活科の活動と単元デザイン、幼児期の経験やつながりのポイントを明記しています 

   ※単元デザインは、スタートカリキュラムを活用します 
 

〇「環境の構成」、「援助・配慮事項」は、幼保担当者の声も反映させて作成しています 

 

 

 

 

 

架け橋期のカリキュラム全体計画(１年生) 
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実践資料集の事例 

 

○本市基本モデルとして指導案型のアプローチ期のカリキュラムを作成しましたが、

各園での子供の姿や、クラスの人数等、置かれている状況は様々なことから、具体的

な実践の方法が違ってきます。 

そこで、園で実践した内容のイメージが共有化できるようにするため、参考事例とし

て今年度の実践をまとめ、資料集として活用することにしました。  

（令和６年度より実施） 
 
○資料集の構成（一つの実践事例を見開きで２ページにまとめる：①～⑥は左頁） 
 

①活動に対する子供の姿と保育者の願い 

②ねらい 

③環境の構成 

④保育者の配慮・援助 

⑤幼児教育を通して育まれた１０の姿 

    ⇒ 活動を通して何が育まれたか 

⑥小学校の教科等における資質・能力とのつながり 

⇒ 小学校の教科等における資質・能力のどこにつながっていくのか 

⑦環境を生かした幼児の活動（右頁） 
 

○「環境を生かした幼児の活動」は、ドキュメンテーション化してその活動がどのよう

に展開していったのか、写真や子供の言葉で表現してより具体的にイメージを共有

できるように表記しました。 
 
○毎年実践記録として累積していきます。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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白石市教育委員会アプローチカリキュラム―資料編― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各保育園や幼稚園で経験している共通の遊び等を保育園や幼稚園、小学校で共有することに

より、小学校入学後に“みんなが知っている歌や遊び”を取り入れた活動がしやすくなり、児

童の安心感や意欲的に取り組む姿につなげています。 
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白石市教育委員会スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校で日常的に作成されている週案の様式で１～４週目まで作成しています。留意点には、

幼保からのつながりを意識した授業のポイントが具体的に記載されています。 



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生の学校生活や学習を月単位で見通し、場面毎に手立てが記載されています。また、 

月毎のねらいを段階的に設定し、滑らかな接続となるように配慮しています。 
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 新たに作成した「単元デザイン」です。生活科を中心として各教科を合科的・関連的につなげたり、

単元間を関連付けて学習を組み立てたりすることを指導者が視覚的につかみやすくデザインしまし

た。体験から児童の思いが膨らみ、活動が生まれ発展していくように意図をもって関連付けています。 
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「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とのつながりは、小学校での育ちを

就学前施設での育ちと関連付けて見取ることができるようにしています。 
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２年生の生活科についても「単元デザイン」を作成しました。これは１年生からの学び

の連続性を意識した教育活動が展開できるようにしたものです。 
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２年生に進級しても生活科の中に架け橋期カリキュラムのつなぐ

を意識して作成しています。 



32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドキュメンテーションを

見ながらどう展開してい

くか話し合う。 

次年度の１、２年生への

参考資料としても活用

する 

各小学校での実践を検討しながら改善を行いカリキュラムに反映させる 

環境に配慮した 

小学校の実践 
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白石市教育委員会 小中連携の学びの連続性における全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校までの学びの連続性を意識した取組を行うため、小学校３年生から中学校３年生ま

での全体構想をモデル中学校区で作成しました。 

「学びをつなぐ」「人をつなぐ」「生活をつなぐ」の３つの視点と関連させながら、小中学校で

の学びの連続性が一覧できるように作成しています。 


